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算数教育の目標としての「算数の力Jの育成に関する研究.

ー授業構成の基本的な考え方ー
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要約

本研究の目的は.r算数の力Jを育成する授業をt構成するための基本的な考え方を授業研究を通して検
討することである.

「算数の力jは.r算数を生み出す力Jr算教を使う力H算数で表す力H算数で考え合う力Jの4つの力
で締成される.本研究では.算数の力を育成する授業構成のために.①.111•元や授業の目障は.算数の内

容と1r教の)Jの両者で述べる.@授業対象の子どもの実態を算数の力の水地で把制する.③算数の力の

水市lに基づく好価の方法や観点を具体的に挙げる.④算数の力を育成する工夫を明示的に述べる.の4

つの基本原則を挙げた.その上で.実施した15の笑験授業に関する分析に基っ・いて.算数の力を育成す

る授業構成の基本的な考え方として.算数の力の水地とその評価.問掴解決的な授業と話し合いの重視.

そして.謀阻や発問やfF判指導の場の工夫を挙げた.

キーワード:算数の力.算数的活動. 目標.指導法.授業研究

1 .研究の背最と目的

鈎:敬教育の日栂のif(点の置かれ方は.時代とと

もに変化する. また.毎日の算数の授業だけを考

えていると.本来.-1-どもに身につけさせたい力

を見失いがちになる.その意味では.算数の本来

の目的や内在する価怖を絶えず1mい続け.それを
日頃の授業に生かそうとしていくことが大切であ

る.

鍛者・たちは.そのような観点から算数教育のあ

るべき姿を問い直し.算数教育を通して子どもに

身につけさせたい力を「算数の力J(長崎他.2(腕)

として僻造化し実験授業を過してそれを育成す

る綬殺について検討してきている.そこで.これ

まで側々に検附されてきた実験授業(長崎・滝井.

2∞7:2∞8)をまとめて.鉢数の力の育成の而から
''1'出t20司111111日受付 、ド1&21年11115日決定

の授業構成として分析し直すことにした.

本研究の目的は.算数の力を育成する授業を構

成するための基本的な考・え方を考察することであ

る.具.体的には.算数の力を育成する授業の展開

の仕方や育成する方法について検討する.

2.研究の方法

本研究は.主として.授業研究に基づいて行う.

授業者は.実験授業の授業家を作る際には.その

1弘元.あるいは.その授業で身につけさせたいf算

数の力Jとその「算数の力の水準Jとともに.算
数の力を育成するための指噂上の工夫を挙げるこ

ととした.なお.r算数の力の水準」とは.算教の
力を育成する方法として取り入れているものであ

り.後で砕しく述べる(3 (2)). そして.研究会の

"11崎県1III(IIIi也'Ilhi小判世 田抑制I問唱'塚市立E草原小学設町東京邸府中市立小問小学校開"東京協将1m立!IIt小学伐
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ほかのメンバーは.できるだけ実験授業を観察し.

授業後の授業検討会において水湘や工夫について

検討する.

なお.算数の力の育成にかかわる研究は.次の

3つの研究からなる.小学校の算数教科書の研究

開発(小学校算数教科書研究会， 2α渇)，算数・数

学の内容配列研究(長崎絹， 2∞7)，算数の力の実
践研究(長崎・滝井組， 2∞7， 2∞8).本稿では.
これらのうち，r算数の力の水地Jを明確に意識し
だした3番目の研究における実験授業の分析に1主
点を当てる.

3.研究の内容

(1 ) 算敏の力の育成に閲する実験授業

①算数の力の構造化と授業構成の基本原則

算数の力を構造化する際には.次の7つの原則

を置いていた.1)算数教育の3つの目的(人間

形成的目的.実用的目的.文化的目的)にかかわ

る.2)算数教育の認知的な目標に多面的にかか

わる.3)算数の内容と一体となったものである.

4)数学の思想・方法・過程に見出される.5)算

数の学官指導過程に見出される.6)算数的活動

によってよりよく育成される. 7)子どもが学習

によって身に付けられる.このようにして栴造化

した算数の力を簡漂にまとめると.表lの通りで

ある.

表l 算数の力

I.算数を生み出す力
1.算数でさまりや方法などを見つける力
2.鯨散で前提をもとに確かめる力
3.算敏で多機に考えるカ
4.算敏で関係づけて考えるカ
5.鋭敏で発展的に考える力
n. 1草敏を使う力
1.現実の問題を算数の問題に直す力
2.算数のきまりに従って処理するカ
3.銃数で処理した結果を撮り返るカ
4.算数で予測・推測する力
5.算数で感覚的・綴括的に判断するカ
m.算数で表すカ
1.式・表・グラフ・図などで表すカ
2.式・表・グラフ・図などを使うカ
3.式・表・グラフ・図などをよむ力
N.算数で考え合う力
1.算数で説明するカ
2. $?:数で解釈する力
3.算数で錯し合うカ

幻

そして.いずれの実験授業においても.次のよ

うな基本原則をもとに算数の力を育成する授業を

俄成することとした.

1) 単元や授業の目標は.算数の内容と算数の

力の両者で述べる.

2) 授業対象の子どもの実態を算数の力の水単

で把極する.

3) 算数のカの水琳に基づく評価の方法や観点

を具体的に挙げる.

4) 算数の力を育成する工夫を明示的に述べ

る.

なお， 1)， 2)に閑しては.実際の授業では目僚

とする算数の力に加えて多様な算教の力が絡み

合って現れることが明らかにされている(塩野.

2∞7) .しかし算数の力の育成を促進する上で
は. 目標とする算数の力とその水準を明示的に記

述することが必要であると考えた.

②算数の力の育成に閲する実験授業の一覧

算数の力の育成に閲する実験授業を.先に述べ

た基本原則に照らして， 15事例を分析した.

分析対象の実験授業の単元名.算数の内容.そ

の目標とする算数の力.授業の説明などを学年順

にまとめると.表2の通りである.なお.表には.

授業者と実験授業の記録が掲載されている文献と

その頁を入れてある. (以下.文献記号は， A.r算
散の力J(2∞7)， B. r算数のカを育てるJ(2∞8)， 
いずれも長崎・滝井制.東洋館出版社刊.) 

実験授業は.小学校l学年から6学年の全学年

で行なわれ.全授業を過すと.算数の力の4つの

大きな力(表lの1，n，皿，N)のすべてを目僚
としていたそして.それぞれの授業では， 1つ

から3つぐらいの算数の力の中項目(表lのアラ

ビア数字の項目.表 2 の r~:教の力(中項目)J)を

回線とした.ただしこの中項目で見ると， r算数
を使う力Jの中の「算数のきまりに従って処理.す
る力Jと「算数で予測・推測する力Jの2項目は目
標として挙げられなかった.前者は.主に計算力

などであり強いて挙げる必要がなかったと思わ

れ.後者・は.算数では高いレベルの力であり.今

回の15事例では試されなかったが今後目標として

いきたい.

③算数の力の育成に関する授業の展開例
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算数の力を育成する授業の展開の例として.第

6学年の「述さJ(表2の番号15)を取り上げる.
なお.紙側の関係から.r 1 -4.算数で関係づけ
て考える力jに関する部分のみの授業記録を挙げ

る.

1)本時の目線

既判事項の考え方と関係づけながら速さの求め

方を考える.

[~草数の内容】速さの意味と求め方

{算数の力1算数で関係づけて考えるカ
なお.r算数で関係づけて考える力jの水準と評
価も記述するが.これについては次節(3 (2))で

触れる.

2) r算数で関係づけて考える力jに関連した場面
まず.本校児宜の50m走の様子をVTRで見せ

た.ここで登場する子どもAは.30mを約5秒で.

Bは.30mを約6秒で.Cは.40mを約6秒で走っ

ている.さらに.等速で走っている場面を見せる

ために.スタートから映すのでなくコースの途中

にコーンを置き.そこから測る活動を行う.

その後ワークシートを配布し.自力解決を行う.

Iワークシート1
三人の巡さを比べたいと思います
(1) AとBでは，どちらが迷いですか?
(2) BとCでは.どちらが速いですか?
(3) AとCでは.どちらが速いですか?

迷い方がわかった人は.その理由もあげてみま
しょう。考え方.求め方を凶や式，言葉を使って他
の人にもわかりやすく符いてみましょう。一つのや
り方でできた人は.他のやり方についても考えてみ
ましょう。

(1). (2)を行った後.以下の様な話し合いをした.

T:AとCでは.どちらが速いでしょうか.見た

感じで問題は何ですか.

C:時聞が違います.

C:距隊も迎います.

T:AとCは.時間も距離も違うので.今までの

ようには.比べられません.どうしたら比べ

られるか考えてください.今までやってきた

ことで使えることを考えて下さい.できた人

は.理由も脅いて下さい.

T:一つは.解き方が分かったという人は.発表

してください.

C:AとCでは.Cの方が速いです.
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T:理由を首える人は.いますか.

C:Aのl秒あたりの距離は.距離÷時間で6m

なのに.Cは.6.666''mだから.Cの方が速
し、

T:理由を言える人は.いますか.

C:時聞が閉じで進む距能が長いから. Cの方が

速いです.

T:他の方法でできた人は.いますか.

C:Cの方が速いです.理由は.時間+距離をす

ると.Aは.5m+30=016f渇ーになり.Cは.

6+40=0.15になるので.比べてみるとCの

方が数が少ないからです.

T:これは.何を調べているのですか.

C : 1 mあたりに何秒かかったかということなの

でCの方が速いということです.

この後.公倍数の考え方を用いて.走る距離を

そろえ.Aは120mを却秒で.C は120mで18秒で

走ると考え.Cの方が早いとした考えが出された.

このほか.走る時聞をそろえてCが速いとした意

見が出された.また.Aをi.Cを土という分
30' --40 

数に見立てて.通分してそろえるという分数のと

きに扱った考え方に関係づけて考えた意見も出さ

れた.

このように.既習である単位量あたりの考え方

や公倍数を求める考え方などと関係づけながら.

何をそろえれば速さを比べることができるかとい

うことを考えることができた.このように.実際

に既習と関係づける必要のある課題を設定し.そ

のよさを味わいつつ学習を深めていくことで子ど

もたちが関係づけて考える力を身につけていくこ

とができると考えられる場面であった.

(2) 算数の力を育成する授業の算数の力の水準

①算数の力の水増

算数の力を育成するにあたっての学習指導の方

向性や方策を明確にするために.算数の力の水準

を考えた(園宗.2∞7).算数の力の水準とは.算
数の力の質の高まりを具体化するために設けるも

ので.算数の力の中項目(表2の算数の力の項目)

それぞれついて.水準Iから水触Eまでの3段階

で示したものである.

水準の設定においては.水噂Eの状態を示すの

にふさわしい2つの着眼点を明確にし.その-方



11:歓教育の目標としての ru敏の力Jの宵成に関する研究

表 2 算数の力の育成に閲する実験綬業一覧

帯.C1. 
学年 rJ院元名j

第訟の力 (111Jf(lj) 授業の説明 授業計

[筑散の内容] o受裁で扱われる主な線組) 文献.i'(

1王手 1 -5.1):敏で発lii的に考えるカ じゃんけんゲームをとおして. 7 13下勝.Q
f7をわけよう」 m -5.算紋で感覚的・保td的に事j を3つのftに分解し iの歓の合 B. 
[いくつといくつ] 断する力 成・分解を理解する. 20-28頁

1年 1 -3.U数で多憾に考える力 集めた舗やカンなどを.形の似て 日下勝o.
21 fなかまわけをしようJ 皿-5.算数で感覚的・保t~的に判 いるものどうし仲間分けをし.そ B. 
[かたち] 附するカ れぞれの仲間に名前をつける. 29-:16頁l

2年 1 -4.算歎で関係づけて考える力 ニ角形と凶角形の発展として.ニ i屯井市

3 
「三角形と四角形J 1 -5.算数で発展的に考えるカ 角形に l本の直線を引いた時の図 A. 
[三角形と四角形] 形を考え.さらに四角形について 116-126 Ji 

も考える.

2年 1 -4.算数で関係づけて考えるカ 敏貸その後ろにあるロッカーの徴 早川健

4 fロγカーの殺を求めよう」 1 -5.算数で発民的に考える力 (3 x 14) を求める~を過して九 B. 
[かけ算] 九のr5JUを図る. 37-48 ri 

2年 1 -3.算敏で多憾に考える力 すぐにはかけ算では求められない 早川健

5 
「ク・ノキーの歓をかけ算 m -3.式 .'/f..グラフ・阿などをよ 形で並んでいるクッキーの数 B. 
をf'I!ってもとめよう」 む力 (5x5+7x5)を求める. 49 -61 ti 
[かけまJ)
3~ド 1 -4.算数で関係づけて考える力 IJ1sドの長さや水の併の長さなどl 清水碍奥
6 「自分の巻尺を作ろう」 m -3.算敏で処硯した結果を綴り mよりも長い長さを測る遜具を作 B. 
[長さ] 返る力 り.いろいろなものを測る. 71-80 fi 

4年 n-1.現実の問問をまJftの問題仁 全校遠足のときのドッジボールを 牧野安
7 
「ド・Jジボールコートを I虻す力 思い出し.そのコートの凶術をな A 
つ〈ろうJ n -3.算量生で処即ーした結果を綴り るべく広くするにはどうしたらよ 127 -137頁
「変わり方銅ぺj 返るカ いかを考える.

4年 m -1.式・表・グラフ・凶などで表 .を正方形を作るように一辺に5 i屯井市
81 r一辺に・が5倒並んだ す力 倒並べたときの.・の総数を求め B. 
ときの.の紙数は」 m -3.式.f<.グラフ・以!などをよ る~を過して.変化の関係を考え 82-92頁
[変わり方関べ] む力 式に表す.

4王手 m -1.式・表・グラフ・凶などで表 裂と穫に 12の目盛と縦stが符かれ 早川健
9 
f不思mな時計j す"}J た時計盤の.表と誕の針の指す時 A. 
[変わり方開ぺ] 皿-3.式・表・グラフ・凶などをよ 聞の関係を表で考え式で表す. 139 -151頁

む力

5年 1 -1.算数できまりや方法などを lから 9までの9枚のカードを縦 清水liI典
『十字魔法聞の醤密J 見つけるカ 俄5枚ずつ十字に並べたとき縦と B. 
10 [整数の見方] 1 -2.U数で前提をもとに健かめ 織のカードのftの和を等しくした 93-103 fi 

る"}J い.真ん中を5にしたときに他の
IV -1.算数で説明するカ ところの敏を見つける.

5年 m -2.式・表・グラフ・図などを使 1.2mで96阿のテープの 1mの値 泡野友策
11 f式をたてようj う力 段を求めることを過して墜数?小 B. 
[小散のわり算] 数の意味を計算の仕方を考える. 104 -114 j貝

5年 IV -3.算君主で話し合う力 平行四辺形の耐積の求める方法 Z包野友笑
『平行四辺形の面積は. 1 -4.算数で関係づけて考える力 を.平行四辺形を既刊の閏形に変 B. 
12 たてx紛で求められる 形したり.方阪を用いたりして考 115-123頁
かなJ える.
[三角形・四角形の面積]

5年 IV -1.算数で説明する力 円の面積の求め方を.既習の図形 Jll野友~

13 
『円の面積を求めようJ lV -2.算数で解釈する力 の考えを使って考え.自分の考え A. 
[円胤と円の面積] lV -3.算数で話し合うカ を立葉や式や図を使ってかいて. 152-164頁

友だちに説明する.

6年 1 -1.算歓でさまりや方法など 分数x分歓の適JJJIIIIIlllとして.。 t屯井市
14 rO.6にli入る敏は」 を見つける力 xム=0-6が成り立つように B. 
[分数のかけ算] 1 -3.算数で多織に考えるカ O. 6には入る般を求める. 133-146頁

6年 1 -3.算数で多様に考えるカ 走った距般と時間が興なる 3人の 上問雄也

15 
f走った際陸と時聞がち 1 -4.算数で関係づけて考える力 辿さを比べることで.何を!tベれ B. 
がうとき一番速いのはj 11速さの違いを表すことができる 147-1回頁
[速さ] かを理解する.
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が満たされている状態を氷準Eとし水単 Iはご

く基本的な状況として規定している.例えば.算

数で説明する力の水IYIとは.水撤回として.r聞き
手を意識して. 自分の考・えをわかりやすく説明す

る J とし.次に.水~n を「聞き手を意識して.

自分の考えを誕明するJとしそして.水i?lIを
rgl分の考えを述べるJとすることができる.
①郵政の力の水準の設定

実験授業では.単元の内容を考慮し.自らの表

現で.算数の力の水単に加えその評価を挙げるこ

ととした.許-価とは.それぞれの水準に遣してい

るかどうかの具体的な目安である.例えば.前項

で挙げた「述さjの民間例の水地と評価は.表3

の通りである.その上で.その授業でほとんどの

子どもが目指す水搬を考えた.この授業では.水

~n に高めることをねらっていた.

表3 r速さJの授業の水地と静価
水$1 水準E 水t慎E

水t帆
関連する内 関連する内容と 関連ある内容と
君子を思い出 の共通点や相途 の関係を見出す
す. 点を見出す

J干 既習$.JJlを 友速の発表し 友達の発表した
価 思い出す. た.式や図.説 式や闘.誕明を

制耳4

明について考え これまでに学習
ガのliiJじ所や退 した内容と関係
うところを指鏑 づけて説明する

(1) 
する ことカEできる.

t品F 

綬業でわ 友i主や自分の求 友途や自分の求
かったこと め1jのよさを記 め方の関連やよ
や気持ちを 述する. さ.q:'{1lを発展
記述する. させた内容を記

述する.

実験授業の:n:数の力の水準と好価をまとめる

と.表4の通りである.ただし.表4では.それ

らの算数の力の水準と評価のうち算数の力の中項

目のそれぞれについて lつの水単と評価を挙げる

ことにした. どの実験段業でも主たる日開とされ

なかったはtT.数のきまりに従って処理する力Jと
「郵政で予測・推測する力Jについては.一般的
な水取を挙げてある. また.番号・学年間は.表2

と!日l機に授業番号.学年.文献記号.文献の当該

頁を示している.また.水準や評価は.実験授業

後に再検討をしたものを掲載している.

都政の}Jの水汚rl.i. どの学年でも.子どもの実
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態に応じて作ることができた.水車排は.n数の内
符に叩しつつもできるだけ一般的な表現で記述

しそれに対して.評価は学習する算数の内容に

合わせて記述した.また.可能ならば.評価の仕

方をも記述した.評価の方法には.児輩の観察.

机問指導.ノート記述の把揺.授業感想文を舎か

せること.授業に阻名をつけさせることなどが見

られた.

本稿では.それぞれの水懲や評価の妥当性に関

する詳しい検討は今後の課題とするが.少なくと

も.算数の力を日開とするどのような授業でも.

算数の内容や子どもの実態に照らして水準と評価

を設定するという基本原則を持つことは可能であ

ることが示された.

(3) 算散の力を育成する授業の展開

算数の力を育てる実験授業では.日照とする算

数の力.算数の力の水単とその喜子価を挙げ. さら

に.各自が自らの授業で目標とする~i散の力の育

成のための工夫をして授業を行った.その結果.

それぞれの授業の展開に共通な特簡が見られた.

第 lに.授業の噂入に使われた問姐は.子ども

が興味を持ちそうな題材(表2参照)をもとにし

ている.それには.子どもの生活をもとにした問

阻と算数の内容をもとにした問題の両者がある.

いずれも算教の内符が豊富で発展的であり. しか

も.子どもにとって挑戦しがいのある問題である.

第2に.算数の力を育成する授業の展開は.問

題解決的なものとなっている.すなわち.子ども

が興味を持ちそうな題材を元に導入問題を考え.

その問題の自力解決と学級会体での考え方の話し

合い.そして繰り上げという展開になっている.

子どもたちが課阻を解決するために.実験や観察

などの作業が入ることもある.

授業が.問題解決的な展開になっているのは.

鋭敏の力は.算数的活動によってよりよく育成さ

れるという前提に立っているからである.算数の

力を偶成する大きな4つの力は.問題解決的な展

開の中で算数で用いられる言語をよみとり.表現

しながらそれを集団としてコミュニケーションを

しながら高め.数学:を生み出したり使ったりする

JJを身につけ.さらに伸ばそうとするものだから

である.
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表4 算数の力の水単とその評価

がへ¥
11'，号

水車I 水海111 水車It.m
学年

1..敬を生み出す力

11. 鋭敏できま I水t叫与えられた例のほ I水車1与えられた例の11 きI水i1'Il調べていく過程で 14 
りや方法などを見 とんどを考慮して.きまり とんどを考慮して.きまり まりの存在に気づき.き 6!F 
つけるカ や方法を見つけることがで や方法を見つけ.米現でき まりを見つけて解決しよう B 

きる. る. とする. 140頁
I得価1鳳仮に舎かれた多 (iW価)JA¥板にmかれた多 【好価)Oxム=0-6に
織な式を見てきまりに気づ 織な式を見てさまりに気づ あてはまる式を多様に見つ
くことができる. き.気づいたきまりを言集 ける過程でさまりのff:O;に

や式に表現することができ 気づき.見つけたきまりを
る. 活用して式を多織に見つけ

ることができる.

1 2.算数で前提 I水ifll考え方を式や首繋 [水ifll解決過s¥を式や日 [水琳1解決の過程を解決 10 
をもとに確かめる で説明しながら問題を解〈 繋を使って振り巡ることが の道服が分かるように.桜 5年
力 ことができる. できる. り返ることができる. B 

I評価1中央が5の嶋合を I訴価1(-15-11んゅのtt) (if1'価1(45-t{んtllの敏) 98頁
手がかりに.綴と愉に入る ー2に気づき.T61f1して解 +2に気づき.集めた併を
数の配置の仕方に気づく き.nt数の場合だけ成立す 整理する過程で.なぜnt敏
が.奇数の樋合だけ成立す ることを見出すが釈然とし の渇合だけ成立するかをiヨ
るという事実だけを説明す ていない. 繋や式で説明することがで
るに留まる. きる.

1 3.算数で多微 {水地11つの考えを出し I水t絶1阿じような貿の考 I水琳1質の途う考えをい 15 
に考・える力 て終える. えをいくつか仰す. くつか出す. 6lド

(it干価1時間と距隠との関 I時価1時間と阪般との関 (iH'価1時間と阪経との閥 B 
係から速さを求める式(考 係から速さを求める式(考 係から速さを求める式(考 l回頁
え方)を lつ見つけること え方)を2通り見つけるこ え方)を3通り以上見つけ
で満足している. とができる. ることができる.

1 4. n:敏で関係 [水地1関連する内容を恩 I水iV11閑迎する内容との l水地1関連する内草子との 15 
'づけて考えるカ い幽す. 共通点や相違点を見出す. 関係を見出す. 6年

(M'価1これまでに学習し (u千回Iこれまでに学習し (3f-価1導き出した式が. B 
た内容から速さを比べるこ た内容から速さを比べるこ これまでに学利した内符の 150頁
とができる内容を思い出 とができる内容と阿じもの どの考え方に!~たるかを腿l
す. を見つけ速さを比べる式を や式や首葉で:llI.~1できる

導き出す.

1 5.鋭敏で発展 I水浴1考えていた問題を l水司自1考えていた問姐を I水場1考えていた問題と 4 
的に考える力 もとに他の問題を見出す. もとに見出した問題の解決 それをもとに見出した問旭 2年

(3干価:大きな数にする13 に取り組む. の関迎を考える. B 
の段の九九よりも大きな数 (a干価:大きな数にする] (sf価:大きな数にするl42 :fi 
のかけ算であることがわか 九九よりも大きな歓のかけ 九九よりも大きな懸のかけ
る. 第であることがわかり.st n:でも.既習の計算のさま
[評価:アイデアを発展さ t):のさまりを使う. りが使えることがわかる
せる13 x 14の凶を使い， I好価:アイデアを発民さ (a干価:アイデアを発泌さ
14を分けて考える. せるJ3 x 14の岡を使い. せる1式図を使って考えたこ

14を分けて考え..itに表す とを に表しかける敬も
ことができる. 分けて計算していることが

わかる.

n.算散を使うカ
n1.現実の問題 【水司自1現実の間四を解決 I水$1現実の問題を解決 I水411)現実の問題を解決 7 
を算散の問題に直 するために必要な量や形を するために必要な伝や形の するために必要な量や形の 4年
すカ 指摘する 関係を指摘する 関係を式やグラフなどで炎 A 

I評価:机間指導の械子I 【評価;机問指導の様子lす。 133頁
写真をみて. ドッジボール ドッジボールコートの形が I評価:机slJ術導の悌子1
コートの形は正方形や長方 正方形や長方形であり.縦 ドッジポールコートの形が
形であることが指摘できる. 般の辺の関係に浴日し.IllJ 正方形や長方形.fIl織の辺
(itf価:ノート記述1ドッ 阻をつくる。 の長さの関係など.条件を
ジボールコートの形である (IW価:ノート自己述1ドッ 整理し.図に裂し問題を
正方形や長方形を図にかい ジボールコートの形が正方 つくる.
ている. 形や長方形であり.綴慣の (iif価:ノート記述}ドゾ

辺の関係に着目し.文章で ジボールコートの形が正方

'l:l 
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問題をつくる. 形や長方形.fil織の辺の長
さの関係など.条件を整理
し.図に裂し文献で問題を
容くことができる.

n 2.鉱敏のさま I水準) 1 I!.!Jのきまりや手 I水副院1きまりや手続きを きI水準]いろいろな場面で なし
りに従って処理す 続きを行う. 継続的に行う. まりや手続きを縦続的に
るカ 行う.

n 3. 11敬で処理 I水単】求めた答えが正し I水司自1活求めた答えが正し I水量匹1求めた答えが正し 6 
l した結果を絞り返 いかをもう一度やり直して いかを 動の各段階で!i6か いかを見積もりで確かめる 3 íI~ 
る力 憶かめる. める. I評価1作ったものさしの B 

I評価1作ったものさしを I評価1を作ったものさしが 使用場面を惣定し.何が必 75頁
使って対象物を削り.もの 長い物測るものとして役 要なのか考えながら作るこ
さしとして役立つかS脅かめ 立っか.制作と改良とを織 とができる.
ることができる. り交ぜながら取り組むこと

ができる.

n 4.鉱散で予 I水準1式や表やグラフな I水車1式や表やグラフな I水耳障1式や表やグラフな なし
調・推測する力 どで.そこに表されていな どで.そこに表されていな どで.そこに表されていな

い1つの渇合の状態を答え い複敬の湯合の状態を答え い喝合の状惣とその理由を
る. る. 答える.

n 5.算数で感覚 l水単1数についての柔軟 {水$)を散についての柔軟 見I水単】も数について柔軟な
的・概絡的に判断 な見方をする. な見方活用する. 方を ち.目的に応じて 1 If' 
するカ l:lf価)7をlと2と4な 1M'価)1と2と4.2と4適切に判断する. B 

どに分解できることを理解 と1.4とlと2がともに I評価l他の歓も3つの数 24頁
する. 7を分解したものであるこ で栴成できることを判断で

とを考える. き.4つ以上に分解できる
渇合を考える.

m.算数で褒す力
ml.式・炎・グ I水単】指IJ'にしたがって. I水車l自ら進んで.式・ I水単1目的に応じて.式・ 8 
ラフ・図などで表 式・表・グラプ・聞などで表 表・グラフ・闘などで裂す. 表・グラフ・悶などで表す. 4lド
す力 す.

を
13子価1・の総数を求め方 をliW価1・のae数を求め方 B 

I評価1・の畿歎の求め方 表した図をかき.その求 表した図をかき.その求 87頁
を表した図をかき.その求 め方を式に表す際に式に朗 め方を式に表すだけでな
め方を式に表すことができ いる量生と事象との対応が分 < .一般化も愈蝕した式を
る. かるように式に表す. 立てることができる.

m 2.式・表・グ I水噂1指示に従って.問 I水準1問図解決に式・表・ l水司自1目的に応じて.問 11 
ラフ・図などを使 題の解決に式・ 1f..グラフ・ グラフ・図などを使う. 題解決に式・1f..グラフ・図 5年
うカ 闘などを使う. 1m'価:ノートの紀述)i漬 などを使う. B 

【詩価:ノートのaa述1業教 11決定において.敏jf{線や 直【評価:ノートの記述1数 l伺 fi
師の指示で数直線や留の 白書Eの式を使い.それを記 線の比例関係や官業の式
式を使い.それを記述して 述している. のわり算の意味を理解した
いる. 1M'価:f受業感惣文1歓直 上で，窓悶的に前算決定に
I評価:綬業感~U文1 授業 線や舌策の式をI演算決定に 数斑線や旬策の式を使い.
でわかったことや気持ちを 使うとよいことを記述す それを記述している.
記述する. る. I評価:授察感惣文】敬直

緩や言葉の式の愈味や有用
性に価値を見幽した感想を
記述する.

m 3.式・表・グ I水単1式・袋・グラフ・図 I水~)式・表・グラフ・図 l水準】式・表・グラフ・図 5 
ラフ・岡などをよ などから.そこに災れた数 などから.そこに表れた数 などから.そこに表れた数 2 !j~ 
むカ 悩をよむ. 仙の関係をよむ. 債の関係をよみ.その意味 B 

I評価1発表された式5x I評価1発表された式5x までもよむ. 日J.{
2や5x 7などが何を表し 2や5x 7などが.図でど I評価1発表された式5x 
ているのかがわかる. こを裂しているのかがわか 2や5x 7などが.図でど

る. こを表しているのかがわか
り.いろいろな分け方がわ
効、る.

IV..散で考え合うカ
lVl.算歓で説明 I水増1問Idlの自分で考え をI水司自)fIl)砲の解決の過程 をI水港1問姐を解決の過程 10 
する力 た解決方法で鋭明する. 冒葉や式を用いながら. 言葉や式をmいながら. 5 !j， 

説明する. 富島理的に説明する. B 
98頁

28 
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I .. (附)5を手がかりに.絞 I評価J(45-真ん中の徴) I評価J(45-l'(ん'1'の数)
と織にI両1じ敏が入るように .，. 2に気づき解決過程を説 .，. 2をIIIいて解決過程を説
総1を作り仰1Mを解決する方 明することができ.若干歓の 明することができ.1，凶数・
1去を説明できる. 場合のみ成立する理由も甘 奇数の場合に分けてÜ~院や

葉や式を朋いて説明するこ 式を JIIいて筋道立てて滋I~I
とができる. できる.

N2. tt~で解釈 [水~J 他者の説明を聞く. [水機1他者の説明を聞い I水車l分他~.・の説明を聞い 13 
する力 sf価:観療の悌子1友だ て.その内容を言える. て.自 の考えや他の考え 5 -4' 

ちの)Jtめ方を附いて分か (jl-l'価:観祭の線子1友だ と関係づける. A 
る. ちの求め方を自分で泣い侠 (ill'価 :1'lJlf.1の悌子l友だ 160 1'i 
(iW筒:*受君主感想文1友だ える ちの求め)jをn分でaい倹
らの.:Jtめ1jがわかったこと I評価:綬業感想文1友だ えたり.他の求め方の共通
で記述する. ちの求め方の要点をまとめ l!.や綿途l!.が甘えたりす

ている. る.
I評価:綬寮感惣文1友だ
ちの求め方の~点や関係.
よさを記述する.

N3.鋭敏で必し I水が1訴し合いに望書加す: (水iVlJ目的をとらえて話 I水4'iJより洗練された考
合う力 る. ーし合う. えを目指して活し合う. 5年

す(!lr錨:線療の線子1挙手i(評価.飢祭のt章子l平行回 I評価:飢療の線子J;I~ 行 B 
る. 辺形の面積の求め方11筋が 四辺形の而備の求め方を批 119 i'i 
IBF1価持綬ち:授業感惣文・綬業 通っているか考えたり.既 判的考察の日をもってi活・し阻:t， 業でわかったこと 習の図形と関連させたり 合う.多憾な平行四辺形の
や気 を記述する.印象 し.批判的考察の日をもっ 面積の求め方どうしを問巡
に~ったことを綬祭の題名 て話し合う. させ.而備を求める方法の
につける. (u干価:綬業感想文・J受業 一般化を目指して訴し合

題名l斜辺x庇辺の求績は ヴ.
なりたたない理由を記述す (3手術:綬業感想.文・綬業問
る. 1 時間の内容をまとめ 名1友だちゃ自分の求め方
て綬業の題名をつける. 追究することの大切さを記

述する. 11時間の内容をま
とめて綬祭の題名をつけ
る.

第3に.n:数の力を育成する上では.学級での

話し合いがm要な構成要素となっている.これ
は.$1.散の力では. 4つの大きな力のうちに.算

数で表現する力.算数で話し合う力が入っている

ためである.

記号.文献の政当頁である.金授業をまとめると.

ほとんどすべての算数の力の中項目について.何

らかの有効な工夫が見出された

(4)算肢の力を育成する指噂上の工夫

算数の力を育成する実験授業では.目標や水~

を明織にして.問題解決的な展開の授業としさ

らに.その上で各授業者が算数の力を育成する上

で有効と思われる工夫をすることとした.

①有効と思われる指導上の工夫

各実験授業で行われた指導上の工夫のうち.授

業を参観した研究メンバーも含めた検討におい

て.その工夫が算数の力の育成に有効であると思

われたものは. 15事例で51の工夫(延べでは52)

であった.算数の力を育成する上で有効と思われ

る指導上の工夫白算数の力の中項目毎にまとめ

ると.表5の通りである.なお.工夫の後につい

ている数字は.表2の実験授業の授業番号.文献
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②有効と思われる指導上の工夫の特徴

算数の力は.授業のあらゆる場面で.場耐に応

じて複数の力が絡み合って現れる.また.算数の

力の膨響を実験的に制御して調べではいないので

今回の工夫がより一般的な場而でもある特定の算

数との力の育成にふさわしいとは言い切れない.

しかし.実験授業を通して算数の力の育成に有

効であったと認められた工夫には.いくつかの共

通点があり.今後.算数の力を育てる授業を行っ

ていく上では.有効な示唆を与えてくれるもので

あると思われる.それらの工夫の共通点をまとめ

ると.次のようなものである.

-子どもの算数の力の実態を把掛し.その坊に

あった課掴.教材.教J!.を選ぶ.

-子どもたちに算数の力を実際に使わせる.

-子どもたちが算数の力に気づき.よさを知る
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表5 算数の力を育成する工夫

カ 算数のカを育成する工夫

1. ~手数できまりや方法などを見つけるカ
①条件を広げられるような娘細を設定する 4B141 @見つけた式を自由に発表させた後で観点ごとに分鎖
①あるきまりで符かれた凶をすぐに伏せる田部 して拘示する 14B141
③カード1枚に数字を lつ曾いた滋カードを使って考⑤見つけた式を自闘に党重量させた後で並ぴ方を考えさ
える1OB99 せる 148144

2.算数で両I;J従をもとに碕!かめる力
①真ん中の敏を 5にして前総を分かりやすくする
1081∞ 

算政主3.算数で多織に考えるカCD解答欄を複数用意する 8聞9.15B153 @問題解決に役立ちそうな方法を話し合わせる 5B56
。)子どもの身近な生活にある渇面に慨き換える5田6 ④ほかのことを考えるような発聞をするお35
み
出 4.算主主で関係づけて考えるカ
す ①既習の学宵経験を呼び起こす発問をする 6B76 @図と式を結びつけて説明させる 15BI54
)J (②図を不規則に掲示する 3A123 ⑤凶と式を関係づけて曾かせる 4倒5
@きまりに名前をつけさせる 4844 ⑥それぞれの物差しの長所や短所を考えさせる 6877

5. ~手設で発展的に考える力
①2つの場合.3つの渇合と思考の範闘が広がるのが③きまりが新たな幼合でも活用できたことを憶かめさ
闘で見えるようにする 1B25 せる 4倒7
②じっくり考えさせる 3AI23 ⑤さらに考えるような発問をする lB27
(②街しい場面で既習のきまりを使わせる 4844 ⑥数怖を変えた附組に取り組む3A124

1.現実の問題を算敬の問題に直す力

E 
①湾入問題を生活感のストーリー性のあるものにする②関巡のある変敏に注目させる 7AI35
7AI34 

1敏1 2.算致で処理した結果を綴り返る力
①問題の条件を明慌にする 7AI36 ③自分が測りたい対象を知るためのものさしを作る活

使力をう
@問題の条件を考え.~却.させる 7A137 動を取り入れる 6877

3. j事数・数学で感覚的・阪総的に判断する力
①仲間分けしたものに名前をつけさせるお34 @@友測だちのかいた図を続みとらせる lB26
②敏の分解をイメージさせる図をカードで示すl回5 る対象の長さを予想させる回7i

1 .式・表・グラフ・聞などで表す力
白書I象に応じたものさしを使った経験を思い出す発仰I@表に炎すLI的をもっ 9AI46
をする 6B76

m 2.式・表・グラフ・閃などを使う力
筑
①敏直線を解決の道具にする 11BII0 ④表に聾理する必然性を高める 9A147
@子どもから大切な表現方法が出ない場合には教師が⑤表のそれぞれの縦の棚を自由に縄示させた後で考え
数 子どもの一人としてそれを納介する 11B113 やすいように並べ衿えさせる 10B1∞
でサ2力t 
@()などを使ってきまりを式で表現する活動を十分に⑥表を活用する喝をつくる 9A147
行う 14B142

3.式・表・グラフ.(glなどをよむ力
①閃や式だけを発表させて.発表を聞いた子どもに鋭@式と聞を欄互に閑迎させる 5邸8
明させる 8B叩 ④式とIiIのそれぞれの節分を相互に関連させる 58印
⑨glJの人がかいた式や凶を説明する 15BI54

1.算量生で説明するカ

W 
①敏名の子どもに考えを引き継ぎながら発表させる
IOB101 

鋭敏
③グループでの:J5し合いの僚会を持つ 13，1.161

2.算数で解釈するカ
で
①友だちの(gIの求め方を考える 13A162 ②友だちの発表を説明させる却お
話
し 3.算数で鼠・し合う力
ft Q)附iい続けることを必民とする繰砲を設定する@繰り上げの方向性を考える 13，1.162
力7 128122 QD子どもから発表されなかった考え方を紹介する
@批判的考察が符慣化されるような発聞をする 13A162 
12B121 
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ようにする.

・算数の力が効果的に見えるようにその見方の

自由度を拡げたり.せばめたりする.

・子どもたち自身に算数の力に関わる授業全体

や目黒題解決の様子について術服させる.

-子どもたちが算数の力を使った問題解決への

関わり方を示唆する.

-子どもたちが算数の力を使った問題解決へ関

わり合いをスムーズにする.

-子どもが日常的に算数の力を使うように意識

させる.

これらの方向性は.工夫の内容によっては.算

数の内容に特殊なものも考えられるが.概ねこの

方向性から考えていくことで.その時間の工夫を

考えていくことができると思われる.

さらに.これらの工夫は，大まかに見ると.次

の3つの観点からまとめることができそうであ

る.

1)課題・教材・教具の工夫

2)学習指導の方向性を示唆する発聞の工夫

3)子どもが算数的活動を行なう場の工夫・

特に.算数の内容と算数の力に応じて.子どもた

ちが表現する場.探究する場.交流する場.応用

する場などの多様な場を工夫することができる.

4.考察

本稿においては.算数の力を育成することを目

指した15の実験授業をもとに.その授業構成の基

本的な考え方について論じてきた.すなわち.算

数教育の目標として構造化された算数の力に基っ・

いて.ぞれを育成する算数の授業を考えた.その

ために.まず.算数の力の水準と訴価を挙げるよ

うにした.そこでは.それぞれの算数の内容と一

体化する形で.ほとんどの算数の力の水準と評価

を作ることができた.

授業の展開としては.子どもにとって興味があ

りそうな場入問題をもとに.問題解決的で.とり

わけ話し合いを重視したものとなった.その上で

各授業者が算数の力を育成する上で有効と思われ

る工夫をすることができることがわかった.その

ような工夫としては，課題.発問.場の設定など

があった.
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ところで. ~延々が提案する算数の力を育成する

授業と問機な授業は.これまでも行われてきたと

思われることであろう.実際.子どもが興味を持

つ課阻の選定.問題解決型展開.話し合い重視な

どは.多くの実践者が取り組んできた

このことは.算数の力を育てることが算数の内

容の理解とともにあることを強調してきたことか

らすると当然かも知れない.より理解を深める指

導が.より力をつける指導にもつながっているの

である.ただ.これまでの実践では.そのことが

意識されていなかった.そこで.算数教育におい

て算数の力を意識化することの意義を2つの面か

ら考えたい.

第1に.これまでの算数の授業においても育成

されてきたと思われる極々の力を，算数の力に

よって総合的に見直すことができる.これまで

は.種々の力についての研究や実践がぱらぱらに

吟味されてきたのではないであろうか.

そこで.そういった実践を本稿で挙げた算数の

力という総合的な視点を持って見直して.算数の

授業を構成する上での・考え方として整理すれば.

さらに.よりよい実践への手助けとなるであろう.

第2に.算数の力は.それを意識して柵成され

た授業の中でこそよりよく育成される.子どもか

らみると.その時間の授業で育てられる力は.実

際にその力を使うことがふさわしい場面で使うこ

とを体験し.そのよさを実感しながら感得すると

きによりよく身につく.授業者からみると，算数

の力を身につけさせる工夫は，教材，導入.展開.

まとめという授業展開におけるどの場面でも行う

ことができる.

重要なことは.算数の授業は.授業者の倒性と

子どもの実態によって多様であるということであ

る.そこで.授業者は.担任する学級の実態に合

わせて.その時間にふさわしい工夫を取り入れた

授業者・なりの授業を僻成していくことが求められ

る.

5.今後の課題
今回の実験授業から見出された算数の力を育て

る授業の構成に閲する考・え方は，研究が始まった

ばかりである.今後.さらに.実践事例を狩1やし.
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授業研究で検討を続け.多くの実践者にとって授

業構成を価値のあるものとしていきたい.

とりわけ.算数の力の水準と評価.授業の展開

の仕方や育成のための工夫をより客観的に検討

しその授業展開のあり方を聞い続けたい.

なお，算数の力の研究には.標記の10名の他に

次の者が参加した (50音順).浅沼健ー.近藤裕.

島崎晃.島田功，村越新.

本稿は.平成19年の日本数学教育学会第40回数

学教育論文発表会における同一標題の発表論文に

大幅な加除修正を行ってまとめたものである

[参考・引用文献1
園宗進 (2∞7)r算数・数学の力の水準Jr算数の力
数学的な考え方を乗り越えて』東洋館出版社.

pp.62-73. 

塩野友美 (2∞7H算数の能力の授業研究による分
祈Jr算数・数学において育成する諸能力とそ

32 

の系列に関する研究j国立教育政策研究所.

pp.61-79. 

小学校算数教科書研究会編(代表:藤村和男)

(却06)r新しい時代に即した児童の学ぶ意
欲や考える力などを一層高めるための小学校

教科書の研究開発j教科書研究センター.

長崎栄三編 (2∞7)r算数・数学において育成する
諸能力とその系列に閲する研究j国立教育政

策研究所科研成果報告書(文部科学省科学研

究費補助金特定領域研究). 

長崎栄三他 (2∞8)i算数・数学教育の目標として
の『算数・数学の力』の構造化に関する研究J.
I日本数学教育学会誌算数教育j第90巻第4

号.ppl1-21. 

長崎栄三・滝井章編 (2∞'7)r算数の力 数学的な
考え方を乗り越えて』東洋館出版社.

長崎栄三・滝井章踊 (2∞8)r算数の力を育てる授
業j東洋館出版社.


